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１. インストールと起動 

ここでは、マークシート対応成績管理システムをインストールし、起動する方法を説明します。 

① Microsoft Access をインストールします。 

当システムを使用するには、Microsoft Access（以下、Access）2003 または 2002 がインストールされている 

必要があります。 

 

② マークシート対応成績管理システムをインストールします。 

ここでは、配布されたシステムを Access がインストールされたパソコンにインストールする方法を説明します。 

（1） ［マイ コンピュータ］を開き、任意のローカルディスクに配布されたシステムをフォルダごとコピーします。 

（2） （1）でコピーしたフォルダを開き、以下のファイルがあることを確認します。 

 

 comp.mdb ： プログラムファイルを最適化するためのファイル 

 data.mdb ： データファイル 

 prg.mdb ： プログラムファイル 

 MouseHook.dll ： マウスホイールの動作を無効化するプログラム 

 
（3） 『prg.mdb』を右クリックし、［送る（N）］・［デスクトップ（ショートカットを作成）］の順にクリックします。 

 

 

（4） デスクトップ上に以下のアイコンが作成されますので、その名前を『成績管理システム』に変更します。 

名前の変更
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③ システムを起動します。 

システムのインストールが終わったら、起動させてみましょう。 

（1） デスクトップ上の［成績管理システム］アイコンをダブルクリックします。 

（2） システムが起動し、メインメニューが表示されます。 

 

システムを終了するときは、メインメニュー左下の［終了］ボタンをクリックします。 
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２. システムを運用するための準備 

当システムを使用するにあたり、ユーザー側のパソコン環境に合わせて必ず設定を行わなければならない項目が 

あります。ここでは、それを設定する方法を説明します。 

① OMR（マークシート読取装置）用のプログラムをインストールしておきます。 

このとき、プログラムをインストールした場所を覚えておきましょう。 

ここではOMR プログラムに『まるごと君２１（教育ソフトウェア社）』を使用しています。 

② 環境設定の設定項目の登録を行います。 

（1） メインメニューより［環境設定］ボタンをクリックし、画面を開きます。 

 

（2） ［OMR プログラムのパス］を設定します。 

（3） 保存先のパスを設定します。 

（4） それ以外のところはひとまず、既定のままで使用します。 
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３. 基本情報の登録 

ここでは、システム運用時に基本となるデータの登録方法について説明します。 

① テストマスタの登録 

（1） メインメニューより［テストマスタ］ボタンをクリックし、画面を開きます。 

 

（2） ［新規入力］ボタンをクリックします。 

（3） ［テスト］、［学年］、［実施日］を入力し、［採点科目］を最低 1教科以上指定してください。 

 

 

注意！ 

採点処理で、採点方法を【自己採点シートから各教科の得点を読み込む】ことを選択した場合は、 

［自己採点シートから得点を読み込む］に必ずチェックを入れてください。 
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② 生徒マスタの登録 

（1） メインメニューより［生徒マスタ］ボタンをクリックし、画面を開きます。 

 

（2） ［新規入力］ボタンをクリックします。 

（3） 値を入力します。 

※［番号］または［氏名］をダブルクリックすると、その生徒の個別情報が表示されます。 
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③ 大学マスタの登録 

（1） メインメニューより［大学マスタ］ボタンをクリックし、画面を開きます。 

 

（2） 値を入力します。 
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４. 採点処理を行うには 

採点処理とは、マークシートを読み込んで、テストの得点・順位・偏差値を求める処理のことです。 

方法として次の２通りがあります。 

 

 

 採点方法１：解答マークシートを読み込んで、システム内で採点を行う場合 
① テストと科目を設定する。テストが未登録の場合は登録する。 

② 正解登録を行う 

（1） ［正解登録］ボタンをクリックし、画面を開きます。 

（2） 正解マークシートを読み込みます。 

 

※正解は、手入力することも可能です 

（3） 配点を入力します。 
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ます。 

（b） 5 の［連結］欄をチェックします。 

 

・ 解がその答えの組み合わせしか認められない場合 

答］欄に 

（b） 6 と問 19 の［連結］欄をチェックします。 

（c） 点］欄にのみ4点を入力し、問17 

 

（5） 必要に応じて、正

（4） 連結問題の設定を行います。 

採点方法が以下のようになる場合は、連結問題としての設定を行います。 

・ 正解が順不同の場合 

《例：問 31～35 の正解「1」「2」「3」「4」「5」が順不同で 

各問 1点の配点の場合》 

【入力例】

（a） 問31の［解答］欄に「1」、問32の［解答］欄に 

「2」…と、問35までの解答を順にチェックして 

いき

問 31 と問 3

（c） 問 31～35 の［配点］欄全てにそれぞれ 1点 

を入力します。 

 正

【入力例】《例：問 16～19 の正解が「6」「7」「8」「9」の順で合って 

いて初めて得点 4点が認められる場合》 

（a） 問16の［解答］欄に「6」、問17の［解

「7」…と、問19までの解答を順にチェックして 

いきます。 

問 1

問16の［配

～19 の［配点］欄は 0点のままにします。 

解配点表を出力します。 
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③ 解答マークシートを読み込む 

（1） ［マークシート読取］ボタンをクリックし、OMR プログラムを起動します。 

（2） OMR プログラムを使用して、解答マークシートからデータを読み込みます。 

ここでは、OMR プログラムに『まるごと君２１（教育ソフトウェア社）』を使用しています。 

 

i） ［読み取り対象レイアウトファイル］に、使用するマークシートに対応したレイアウトファイル※１が指定されて 

いることを確認してください。もし、違うファイルが指定されている場合は、［レイアウト切替］ボタンをクリックして 

ファイルダイアログから適正なファイルを選択してください。 

ii） ［読み取りデータ保存先］の、 

【D:\omr\OMR_data\XXXXXX.csv（XXXXXXはマークシート

のシート名※2）】の下線部分が、｛環境設定｝の［OMR読取デ

ータ保存先のパス］【２－②－（3）】と同じ値になっていること

を確認してください。 

もし、この値が異なっていた場合は、｛環境設定｝内の値を変

更するか、まるごと君のメニュー項目から［ファイル］－［読取

データ保存先の変更］を選択して、ファイルダイアログから｛環

境設定｝で指定したフォルダを開いて、マークシートのシート

名※2が付いたCSVファイル※3を選択してください。 

 

iii） 読取機に解答マークシートをセットし、［スタート］ボタンをクリックしてください。 

マークシートが読み込まれ、読み込まれたデータは画面下部の一覧に追加されていきます（既に一覧にある 

データを削除したいときは、メニュー項目から［ファイル］－［読取データ消去］を選択します）。 

読み取りが終了したら、右上の［×］ボタンをクリックして『まるごと君』を終了し、採点処理に戻ります。 

 

※1 … 『まるごと君２１』でマークシートを読み込むための、マークの位置情報等が設定されたファイル。 

  通常は『まるごと君２１』をインストールしたフォルダ内に、「濃度差無し」または「濃度差有り」というフォルダの中にある、 

  シート名が付いたファイルを選択すれば良い。ちなみに、各問の選択肢の行を色で分けているシートは「濃度差有り」、 

  それ以外のシートは「濃度差無し」フォルダを選択する（通常は「濃度差有り」を使用）。 

※2 … 『まるごと君２１』の製造元である教育ソフトウェア社から販売されている、「既製品マークシート」の種類 

※3 … データを『,（カンマ）』で区切ったテキストファイルのこと。 

  『まるごと君２１』では、マークシートを読み取り、レイアウトファイルの設定を元に、［読取りデータ保存先］で 

  設定されている CSV ファイルへデータを書き出します。 
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（3） ［CSV ファイル取込］ボタンをクリックし、解答データをシステムへ取り込みます。 

取り込まれたデータは［マークシート解答］タブ内に表示されます。 

 

 

④ 「採点」ボタンをクリックすると、テスト採点を実行します。 

採点結果は［科目別成績一覧］タブ内に表示されます。 

 

 

⑤ 必要に応じて、個人成績表を出力します。 
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 採点方法２：採点結果を記入した自己採点シートから各教科の得点を読み込む場合 
① テストを設定します。テストが未登録の場合は登録します。 

② 自己採点マークシートを取り込みます。 

（1） ［マークシート読取］ボタンをクリックし、OMR プログラムを起動します。 

（2） ［CSV ファイル取込］ボタンをクリックし、解答データをシステムへ取り込みます。 

取り込まれたデータは、得点をもとに順位・偏差値の算出を行った後で［科目別成績一覧］タブ内に 

表示されます。 
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５. 進路指導処理を行うには 

進路指導処理とは、センター試験の結果やテストの成績と生徒から提出された志望校情報をもとに、志望校が妥当かどうかの 

判断を下すための資料を出力する処理です。 

① センター試験の自己採点結果を読み込みます。 

（1） テストマスタに『センター試験 自己採点結果』を登録します。 

 

（2） 採点処理を開き、テストに（1）を指定します。 

（3） 採点処理の【採点結果を記入した自己採点シートから各教科の得点を読み込む場合】と同じ手順で 

マークシートから得点を取り込みます。 

② 志望校マークシートを読み込みます。 

（1） メインメニューより［進路指導処理］ボタンをクリックし、画面を開きます 

 

（2） ［マークシート読取］ボタンをクリックし、OMR プログラムを起動します。 

（3） ［CSV ファイル取込］ボタンをクリックすると、志望校データがシステムへ取り込まれます。 

取り込まれたデータは、［第一志望］～［第三志望］タブ内にそれぞれ表示されます。 

 

③ 志望校成績比較表を出力します。 

（1） ［印刷］ボタンをクリックし、ダイアログを開きます。 

（2） テストとクラスを指定し、［印刷］（または［画面表示］）ボタンをクリックします。 
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ここで、テストの値を『センター試験 自己採点結果』とすると、センター試験の結果と志望校の 

比較表が出力されます。 

 

（3） 帳票が出力されました。 
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６. 成績管理帳票の出力 

ここでは、採点処理で求められた成績をもとに、様々な帳票を出力します。 

① 全体概況表 

クラス内での受験教科の得点の一覧（クラス概況）と、それを学年単位に集計した結果（全体概況、平均点・ 

最高点・最低点・受験人数）を表示します。同一ページ内にクラス概況と全体概況が表示されます。 

（1） メインメニューより［全体概況表］ボタンをクリックし、ダイアログを開きます。 

（2） テストとクラスを指定し、［印刷］（または［画面表示］）ボタンをクリックします。 

（3） 帳票が出力されました。 
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② 得点分布表 

生徒名をテストの得点ごとに表示します。 

クラス内の分布状況や学年内での生徒の相対的な成績位置関係が一目瞭然となります。 

（1） メインメニューより［得点分布表］ボタンをクリックし、ダイアログを開きます。 

（2） テストと科目を指定し、［印刷］（または［画面表示］）ボタンをクリックします。 

（3） 帳票が出力されました。 

 

 

③ 個人票 

テストの結果を生徒ごとに表示します。 

切り取り線で切り離すと、生徒に渡すための成績表になります。 

（1） メインメニューより［個人票］ボタンをクリックし、ダイアログを開きます。 

（2） テストとクラスを指定し、［印刷］（または［画面表示］）ボタンをクリックします。 

（3） 帳票が出力されました。 
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④ 通年個人成績表 

年度中に受験したテストの結果を生徒ごとに表示します。 

（1） メインメニューより［通年個人成績表］ボタンをクリックし、ダイアログを開きます。 

（2） 学年とクラスを指定し、［印刷］（または［画面表示］）ボタンをクリックします。 

（3） 帳票が出力されました。 

 

 

⑤ 通年成績推移表 

年度中に受験したテストの得点推移を折れ線グラフで生徒ごとに表示します。 

生徒の成績とともに［平均点］と［最高点］を表示することで、学力が伸びているか否かを把握しやすくなります。 

この表も切り離して生徒ひとりひとりに配布することができます。 

（1） メインメニューより［通年成績推移表］ボタンをクリックし、ダイアログを開きます。 

（2） 学年・クラス・科目を指定し、［印刷］（または［画面表示］）ボタンをクリックします。 

（3） 帳票が出力されました。 

 



マークシート対応成績管理システム 操作説明書 

 

 
Copyright有限会社ビット 2007 

18

⑥ クラス別成績一覧 

テストの総合計または受験科目ごとでの得点と順位を一覧で表示します。 

出席番号または得点のいずれかで並べ替えを行うことができます。 

（1） メインメニューより［クラス別成績一覧］ボタンをクリックし、ダイアログを開きます。 

（2） テスト・科目・並び順を指定し、［印刷］（または［画面表示］）ボタンをクリックします。 

（3） 帳票が出力されました。 

 

 

⑦ クラス別偏差値 

テストの総合計または受験科目ごとでの偏差値の分布状況をクラス別に棒グラフを用いて表示します。 

（1） メインメニューより［クラス別偏差値］ボタンをクリックし、ダイアログを開きます。 

（2） テストと科目を指定し、［印刷］（または［画面表示］）ボタンをクリックします。 

（3） 帳票が出力されました。 
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⑧ クラス別正誤表 

各問の正解・不正解の状況をクラス単位で表示します。 

（1） メインメニューより［クラス別正誤表］ボタンをクリックし、ダイアログを開きます。 

（2） テスト・科目・クラスを指定し、［印刷］（または［画面表示］）ボタンをクリックします。 

※この場合、得点を自己採点シートから取り込んで処理を行ったテストは出力対象にはなりません 

（3） 帳票が出力されました。 

 

 

⑨ 問題毎正解率 

各問の正解率（正解者数÷解答者数（％））を表示します。 

（1） メインメニューより［問題毎正解率］ボタンをクリックし、ダイアログを開きます。 

（2） テスト・科目・クラスを指定し、［印刷］（または［画面表示］）ボタンをクリックします。 

なお、クラスを入力しなかった場合は全受験者を計算対象とします。 

※この場合、得点を自己採点シートから取り込んで処理を行ったテストは出力対象にはなりません 

（3） 帳票が出力されました。 
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７. 年度当初に行う処理 

これまで登録していた生徒が進学または卒業し、新しい年度の成績管理を行い始めたいときは、以下の操作を行ってください。 

① 年次更新 

この処理では、古い年度の成績管理データを退避し、新しい年度で不要になるデータを削除します。 

（1） メインメニューより［年次更新］ボタンをクリックし、ダイアログを開きます。 

（2） 退避年度とデータの退避先を指定します。 

 

（3） ［データ退避］ボタンをクリックします。 

退避された古い年度のデータは、退避先に指定した場所に『data_XXXX年度.mdb（※XXXX は 

退避年度に入力した値）』という名前で保存されます。 

 

データの退避が正常に終了できたら、生徒マスタとテストマスタのデータが削除されます。 

また、テストマスタの削除に伴って、正解・マークシートの解答・成績の各データも全て削除されます。 

 

② 新しい基本情報を登録する 

年次更新が終了した時点でテストマスタと生徒マスタのデータは削除されたため、【３．基本情報の登録】を 

もとに、生徒マスタに新しい生徒を登録しておいてください。 
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８. システムのバックアップ（データの予備を作成すること） 

システムを稼動させているパソコンに不測の事態が発生した時に、迅速な復旧作業を行うためなど、 

入力したデータは定期的にバックアップを取ってください。方法は以下に示すとおりです。 

① メインメニューより［バックアップ］ボタンをクリックし、ダイアログを開きます。 

② ［バックアップフォルダ］に、バックアップしたい場所（ドライブまたはフォルダ）のフルパスが 

表示されていることを確認してから、［実行］ボタンをクリックします。 

 

処理が終了したら、正常に処理が終了したという旨のメッセージが表示されるので、それまでは処理中のパソコンで 

作業をすることは避けてください。 

 

※ もし、［バックアップフォルダ］にバックアップしたい場所が表示されていなかった場合や、保存場所を 

変更したい場合は、［バックアップフォルダ］欄横の［↑］［↓］で、目的のフォルダを表示してください。 

それでも、目的のフォルダが表示されなかった場合は、［フォルダ登録］ボタンをクリックして目的の 

フォルダのフルパスを登録してください。 

※ また、バックアップしてあるデータを戻したい場合は、［リストア］タブをクリックすると、以下の画面が 

表示されるので、［ファイル選択］ボタンをクリックしてダイアログからバックアップを取ってある場所の、 

『data.mdb』というファイルを選択し、［リストア］ボタンをクリックしてください。 

（バックアップ処理と同様に、終了メッセージが出るまでは処理中のパソコンでの作業は避けてください） 
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９. システムの最適化について 

このシステムの基礎となっている Access ファイルは、長く使用していると削除されたデータが整理されずに溜まっていき、 

ひどくなるとシステムの動作も遅くなる等の悪影響を及ぼします。 

 

それを防止するために『最適化』という処理を行います。 

メインメニューの中に、［データ最適化］と［プログラム最適化］の 2 つのボタンがあるので、もし動作が遅かったり、普段の 

動作と違っていたり等の現象が発生した場合、現象の発生箇所を判別して、以下に示す最適化を行ってください。 

・ 現象があるパソコンでのみ発生している場合 … ［プログラム最適化］ボタンをクリックします 

・ システムを使用している全てのパソコンで発生している場合 … ［データ最適化］ボタンをクリックします 

ボタンをクリックした後は、出てくるメッセージに従って Access ファイルの最適化を行って下さい。 

 

ただし、［データ最適化］の場合は、最適化中に何らかのエラーが発生して失敗すると、最悪の場合、データファイルが 

壊れる可能性もありますので、必ず事前にバックアップをとってから処理を実行してください。 

なお、［プログラム最適化］は、この限りではありません（できるだけバックアップはとっておいた方が良いのではありますが、 

最悪の場合でも、インストール媒体よりプログラムファイルを復旧することはできます）。 

 

処理が終了したら、正常に処理が終了したという旨のメッセージが表示されるので、それまでは処理中のパソコンで 

作業をすることは避けてください。 

 


